
第 12章 県 民参加計画

1 基 本的な考え方

今回の罰封祭は、厳しい財政状況下での開仙となるが、昧民一人ひとりの力添えをい

ただきながら 地域に肛々と受け継がれている「お接待Jの心で全国からの参加fを おも

てなしする大会を目指している。
このためには、判楠段階から多くの県民や企業の姿カロ 協 力を得ながら輸薦を進め

ることとし、第32回全国育糊祭の開値とその電6を広く周知し 開 催気連を高めるこ

ととしている。

2 ボ ランティア計画の概要

(1)開 催判楠への参加

Oお 手スれ会場の圏精

内 容  ヽお 手入れ会場(人谷ふれあい林)の瑠綸(除問後、下勢 Jり、林内鯛

時 期 ! コ 技26年 6月 (第1回)平 成抑年7月 (第2回)平 成20年 8月 (第3回)

対真を , 林研グルース 公募によるポランティアなど

②夕谷ふれあい林下届木用首木のFFE

内 容 : 昭和天皇 者淳皇后お手植えのスキから槽木を採取し 下 層木用首木として育成

時 期 : 平成18年渡～コ掟20年春

対室者 : 上浮穴南等鞠 体環境科

◎森体土壊生劇麟 の検討

内 容

時 期

末日ま'車

④節花裁培

内 容

時 期

線 者

お手入れ行章等に使用する森林土壊均成促進材の試作 検 討

コ我13年9月～駒成四年8月

中山高等学校特用林産科

各会場を彩る 「飾り花プランターJ用 の花の殺を

平成20年 4月～10月

県内の産業関係高等学校(全12枝)

∞ プランターカ′`一卿 F

内 容 : 各会場を彩る「節り花プランターJ用の木製プランターカバーの製作
時 期 , 平成19年 10月～平成20年 10月

対象者 : 県内の緑の少年団および木工数室接加者など

(2)お 手入れ行章等への接加

Oお 手入れ行害における協力

内 容 : お手入れ行事の協力員として李加者誘導 介助、会場の清掃など

時 期 : お手入れ行章当日

対象者 : 公募によるボランティアなど

②市樹行事における協力

内 容 , 有棚行章の携力員として、お村作染の補助 指 導

時 期  ヽお 手入れ行葺当日及び式典当日

対奪暗 , 公務によるポランティアなど
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◎地域情栂活動における協力
内 容 モ 各 地域で開憎される地瞬育栂活動の協力員として 育樹作業の指単等
時 期: 平成20年7月～平咸20年10月

対寿時 : 林研カレース 森丼インストラクター、公奏によるボランティアなど
④その他の記念行寄への参加

平成19年度から20年度に力■すて開催される、全国育村祭のプレイベント、前捻行手
問題行事について、多数の県民に積極的に譲加していただく。

3 協 費制度

全国育構祭の経旨に賛同する企業その他の団体及割面人による協積制度鯛 、
物品約 を設け、広く協費を募る。(平成19年8月～平成21年 10月)
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